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～ はじめに ～ 

  

「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」の一部改正により、平成２０年４月から、

『全ての教育委員会は毎年、その権限に属する事務の管理及び執行の状況について点検及

び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し議会に提出するとともに、公表しなけれ

ばならない』こととされました。 

この報告書は、同法の規定に基づき、本市教育委員会が実施した平成２８年度事業の内、

主な事業を対象に点検・評価を行った結果をまとめたものです。 

本市教育委員会では、今回の点検・評価の結果について、市民の皆様に公表することに

より、さまざまなご意見をいただき、次年度以降の施策や事業に反映させ、今後の事務改

善に活かすよう努めてまいりたいと考えておりますので、市民の皆様のご理解とご協力を

お願い申し上げます。 

 

富田林市教育委員会 

 

  

《参 考》 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律（抜粋） 

 

（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等） 

第２６条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第１項の規定により教育長

に委任された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第３項の規定により事務局職員

等に委任された事務を含む。）を含む。）の管理及び執行の状況について点検及び評価を行

い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出するとともに、公表しなければ

ならない。 

２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当っては、教育に関し学識経験を有する

者の知見の活用を図るものとする。 
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【１．教育委員会の活動概況】 

 

（１）教育委員会の構成    （平成２９年３月３１日現在）    

 

（２）教育委員会会議等 

職  名 氏  名 任   期 

教 育 長 芝 本  哲也 平成 27 年 12 月 7 日～平成 30 年 12 月 6 日 

教育長職務代理者 阪井 千鶴子 平成 25 年 10 月 1 日～平成 29 年 9 月 30 日 

委 員 益 田  耕吉 平成 26 年 10 月 1 日～平成 30 年 9 月 30 日 

委 員 仲 野  務 平成 28 年 10 月 1 日～平成 31 年 9月 30 日 

委 員 山 元  直美 平成 28 年 10 月 1 日～平成 32 年 9 月 30 日 

区  分 日  程 付 議 案 件 等 

委員研修 平成 28 年 i4 月 i5 日 市町村教育委員会委員長・教育長会議 

（アウィーナ大阪） 

4 月定例会 平成 28 年 i4 月 28 日 富田林市公私立幼稚園連絡協議会委員の委嘱・任命

について（他 6件） 

5 月定例会 平成 28 年 i5 月 26 日 富田林市奨学金審査会委員の委嘱・任命について 

（他 9件） 

6 月定例会 平成 28 年 i6 月 30 日 平成 29 年度使用教科用図書の採択について 

（他 10 件） 

総合教育会議 平成 28 年 i6 月 30 日 富田林市総合教育会議設置要綱について（他 3 件）

7 月定例会 平成 28 年 i7 月 25 日 富田林市学校給食センター運営委員会委員の委

嘱・任命について（他 3 件） 

委員研修 平成 28 年 i8 月 i4 日 教育ＩＣＴ研修 

8 月定例会 平成 28 年 i8 月 24 日 平成 28 年度大阪府富田林市一般会計補正予算につ

いて（他 1件） 

委員研修 平成 28 年 i8 月 31 日 南河内地区市町村連絡協議会 教育長研修会 

総合教育会議 平成 28 年 i9 月 i1 日 富田林市教育大綱（素案）に対するパブリックコメ

ントの実施結果について（他 1 件） 

9 月定例会 平成 28 年 i9 月 29 日 平成 28 年度全国学力・学習状況調査の結果の公表

について（他 3件） 

10 月定例会 平成 28 年 10 月 26 日 富田林市教育委員会事務局事務分掌規則の一部を

改正する規則について（他 5件） 

委員研修 平成 28 年 10 月 31 日 金剛中学校道徳研究会視察 
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（３）その他の主な行事・会議 

委員研修 平成 28 年 11 月 i8 日 大阪府市町村教育委員会研修会（アウィーナ大阪）

委員研修 平成 28 年 11 月 14 日 大阪府都市教育長協議会秋季研修会 

委員研修 平成 28 年 11 月 17 日 南河内地区市町村教育委員研修（近つ飛鳥博物館）

11 月定例会 平成 28 年 11 月 24 日 教育に関する点検・評価報告書（案）について 

（他 2件） 

12 月定例会 平成 28 年 12 月 22 日 富田林市富田林伝統的建造物群保存地区保存計画

の一部改正について（他 4件） 

12 月臨時会 平成 28 年 12 月 22 日 公益財団法人 富田林市文化振興事業団職員の懲

戒処分について 

委員研修 平成 29 年 i1 月 23 日 大阪府都市教育委員会代表者研修会 

委員研修 平成 29 年 i1 月 26 日 川西小学校 授業視察 

1 月定例会 平成 29 年 i1 月 26 日 富田林市就学指導推進委員会規則の一部改正につ

いて（他 4件） 

2 月定例会 平成 29 年 i2 月 23 日 富田林市教育委員会規則・要綱で定める様式におけ

る敬称の表示を改める規則・要綱について 

（他 3件） 

3 月定例会 平成 29 年 i3 月 30 日 富田林市立図書館管理運営規則の一部改正につい

て（他 2 件） 

開 催 月 行  事 ・ 会 議 名 

平成 28 年 i4 月 富田林市長杯争奪少年軟式野球大会開会式 

平成 28 年度富田林市教育方針説明会 

市立幼稚園入園式・市立小学校入学式・市立中学校入学式 

富田林市体育協会総会 

大阪府都市教育長協議会総会・4月定例会 

富田林市野外活動協会総会 

富田林市少年スポーツ連盟総会 

南河内地区人事協議会 

富田林市小学校給食会理事会 

近畿都市教育長協議会定期総会 

富田林市レクリエーション協会総会 

中央・東・金剛公民館クラブ連絡会総会 

富田林市こども会育成連絡協議会総会 
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平成 28 年 i4 月 

 

富田林市婦人団体連絡協議会・府エイフボランタリーネットワーク 

富田林支部総会 

平成 28 年 i5 月 

 

第 64 回富田林市民体育大会開会式 

富田林文化団体協議会総会 

大阪府都市教育委員会連絡協議会役員会 

市教育研究会・市人権教育研究会総会 

富田林市青少年指導員連絡協議会総会 

富田林ベスレヘム姉妹都市協会総会 

富田林市 PTA 連絡協議会理事総会 

富田林寺内町をまもり・そだてる会総会 

富田林市中学校給食会理事会 

富田林市文化振興基金審査委員会 

大阪府都市教育委員会連絡協議会定期総会 

市立東条小学校運動会 

平成 28 年 i6 月 市立各小学校運動会 

学校安全確保の日 

第 6回石上露子生誕祭 

2016 富田林ドリームフェスティバル記者発表会 

富田林市立幼稚園・市立保育所あり方検討委員会 

第 36 回生徒指導研究集会 

平成 28 年 i7 月 大阪府都市教育長協議会定例会 

富田林市立公民館運営審議会 

富田林市立図書館協議会 

南河内地区市町村教育長連絡協議会・地区人事協議会 

富田林市社会教育委員会会議 

富田林市就学指導推進委員会 

富田林市奨学金審査委員会 

富田林市立学校給食センター運営委員会 

大阪府府都市教育長協議会夏季研修会及び定例会 

2016 富田林ドリームフェスティバル 

第 34 回東公民館「納涼の夕べ」 

市教育講演会 



- 4 - 
 

 

平成 28 年 i8 月 第 32 回平和を考える戦争展 

市立学校給食センター建替え地元説明会 

第 20 回富田林市混声合唱団定期演奏会 

滝畑キャンプ訪問 

大阪府都市教育委員会連絡協議会役員会 

大阪府府都市教育長協議会夏季研修会及び定例会 

リーダーシップ研修 

第 13 回富田林寺内町燈路 

民生委員制度 70 周年記念式典 

平成 28 年 i9 月 第 37 回富田林市長杯争奪少年サッカー大会開会式 

第 27 回富田林市民スポーツ・レクリエーション祭総合開会式 

各中学校体育大会 

交換留学生報告会 

富田林市戦没者追悼式 

平成 28 年 10 月 各幼稚園運動会 

大阪府都市教育長協議会定例会 

体育の日記念事業 

地区指導主事研修会 

市総合防災訓練 

市民文化祭 

近畿都市教育長協議会研究協議会 

平成 28 年 11 月 町総代 60 周年記念式典 

第 2回富田林市立図書館協議会 

連合運動会 

大阪府都市教育委員会連絡協議会役員会 

連合音楽会 

公民館まつり 

大阪府都市教育長協議会予算要望説明会 

英語弁論大会 

大谷大学創立 50 周年記念式典 

平成 28 年度「こども作品展」表彰式 

平成 28 年 12 月 部落解放富田林研究集会 

第 66 回富田林市民マラソン大会 
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平成 29 年 i1 月 

 

 

大阪府都市教育長協議会定例会 

平成 29 年富田林成人式「はたちのつどい」 

富田林市 PTA 大会 

平成 29 年 i2 月 市民公益活動推進本部会議 

富田林市少年スポーツ連盟 40 周年記念式典 

第 60 回南大阪駅伝競走大会 

富田林市文化財調査会、及び富田林市環境保全審議会歴史・文化的環境 

部会 

「とっぴーと読もう！」読書感想文コンクール表彰式 

府立金剛高校卒業式 

富田林市立幼稚園・市立保育所あり方検討委員会 

府立富田林高校卒業式 

平成 29 年 i3 月 富田林病院建て替えに関する説明会 

第 11 回じないまち雛めぐり 

市立幼稚園卒園式・市立小学校卒業式・市立中学校卒業式 

富田林市文化振興基金審査委員会 

富田林市社会教育委員会会議 

美術協会創立 20 周年記念式典 

富田林市伝統的建造物群保存審議会 
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【２．学校教育 （１）幼児教育・学校教育の充実 】 

  

１．施策・事業の概要 

（１）幼児教育の充実と学校における確かな学力の育成 

（２）明るく楽しい学校園づくり 

 

２．平成２８年度の取り組み状況 

（１）幼児教育の充実と学校における確かな学力の育成について 

全幼稚園で園内研究保育等を行い「きめ細かな一人一人の育ちを促す保育」を実施

した。また、小学校 1、2年生と 6年生や、中学校 3年生を中心とした少人数学級編

制や、少人数加配を活用した少人数・習熟度別指導、あるいは、ＡＬＴの配置によ

る英語教育・外国語活動の推進を図り、きめ細かな指導の充実とグローバル人材の

育成に努めた。更には、「教育カウンセラー」を配置し、児童・生徒及び保護者から

の相談の対応等と経験年数の浅い教員等の指導力向上に取り組み、確かな学力の育

成を進めた。 

（２）明るく楽しい学校園づくりについて 

全校園で定期的に「悩みの相談アンケート」、「個別カウンセリング」等を実施し、

いじめ等の問題行動事象の未然防止と早期発見・早期解決のための体制構築、関係

機関との連携を図った。また、長期欠席及び不登校傾向にある子どもの状況の把握

や改善のため、スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーの活用に取り

組んだ。とりわけ、スクールソーシャルワーカーについては、市費にて 3 名を 6 小

学校に配置、1 名を他の小中学校に派遣し、子どもや保護者が抱え込んでいる悩み

を学校と関係機関との連携により把握するとともに、迅速な支援につなげた。 

【資料編 48 ページ参照】 

 

３．点検結果・評価 

（１）市教委主催による各種研修会の実施や各校園における研修により、子ども一人一人

の育ちを促す指導を推進することができた。具体に幼稚園においては、集団の中で

支援を必要とする園児へのサポートのあり方への研究が進み、保育のさらなる充実

へとつながった。また、小中学校において市単費講師の雇用、ＡＬＴの派遣により、

少人数学級編制や少人数・習熟度別指導、英語教育・外国語活動を更に充実させる

ことができ、きめ細かな指導を推進することができた。 

（２）いじめ等の事象の認知件数については、33 件となり、この 10 年間で最も多い件数

となった。これらの要因としては、軽微な事案についてもいじめの可能性を否定せ

ずに子どもからの聞き取りや状況把握を行い、いじめと考えられる要素について丁

寧に拾い上げたことが結果として表れたと考えられる。あわせて各校において、こ
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れまで以上に早期発見・対応や継続的な見もりについても進めている。 

   また、インターネット上のいじめについては、未然防止のための働きかけが重要で

あることから、各小中学校において、ネット利用に関する啓発や研修を実施した。 

長期欠席及び不登校傾向にある児童・生徒については、主な要因として「無気力」

「不安」「人間関係の課題」「家庭に係る状況」等が挙げられる。各校で未然防止策

も含め積極的に取り組みを進めており、昨年度に比べ中学校において不登校生徒数

が 8 名減少し、小学校でも 6 名減少した。減少の理由については、スクールソーシ

ャルワーカーの配置、あるいは長期化した子どもについて、適応指導教室と学校に

よる継続的な連携による効果等が考えられる。 

 

４．課題・方向性 

・一人一人の育ちを促す指導の実践・推進のため、今後さらに各種研修会を充実させ

るよう計画・実施していく。 

・今後も少人数学級編制や少人数・習熟度別指導を充実させ、きめ細かな指導を進め

る。 

・不登校及びいじめ等問題事象の未然防止に向け、学校における「居場所づくり」「つ

ながりづくり」の取組をこれまで以上に充実させる。そのために、子ども同士が人

間関係を深められるよう、集団づくりの研究を進める。 

・インターネット利用の低年齢化が進んでおり、保護者・子どものネットの危険性に

対する理解がますます重要であることから、今後も各校において保護者への啓発や

発達段階に応じた児童・生徒への指導を推進する。 

・不登校数については、平成 28 年度は減少傾向に転じたが、全児童生徒数が減少傾向

にあることから、資料（P48）のとおり、不登校率は依然として高止まりである。「無

気力」「不安」「人間関係の課題」を抱える子どもへの対応については、アンケート

や学校全体でのきめ細やかな見守りによる早期発見に努めるとともに、教員とスク

ールカウンセラーによるケースカンファレンス等を行い、一人一人の丁寧なケアを

進める。 

・不登校が長期化する児童・生徒については、適応指導教室との継続した連携による

学校復帰の取組を進めるとともに、中学校 3 年生にあっては、生徒一人一人の状況

と将来について、保護者との相談体制を十分にとり、よりよい進路選択に向けて、

取組を進める。 

・｢家庭に係る状況｣に起因すると思われるケースについては、スクールソーシャルワ

ーカーを活用した組織的対応についてのさらなる研究を、配置校において進める。

また、その成果や実践事例を研修会等において市全体に広げ、各校における生徒指

導体制のさらなる充実のために、これまで以上にスクールソーシャルワーカーの活

用を推進する。 
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【２．学校教育 （２）健やかで豊かな人間性を育む教育 】 

 

１．施策・事業の概要 

（１）人権尊重の教育の推進 

（２）支援教育の推進 

（３）人間性を育む教育の推進 

 

２．平成２８年度の取り組み状況 

（１）人権尊重の教育については、「同和教育基本方針」、「人権教育基本方針」、「人権教育

推進プラン」に基づき、総合的な人権教育を推進した。また、各種研究会等と連携

して、人権教育を担う次世代の育成を行った。 

（２）「障がいを理由とする差別の解消の推進に関する富田林市立学校職員対応要領」を制

定し、各学校への周知を行った。 

（３）支援教育については、積極的に巡回相談を実施し、保護者や学校に対して、支援の

在り方や指導方法についての助言を行った。また、自閉症や発達障がい等、さまざ

まな障がいについての理解と支援に関して、幼小中の教職員を対象に研修会を開催

し、教職員の指導力向上と校内体制づくりを図るための支援や校種間連携の強化を

行った。 

（４）保護者や関係機関が連携して支援を行うためのツールとしてつくられた「つながる

ファイル」の活用を促進した。さらに、「つながるファイル」の活用について、本市

関係各課で協働して取り組み、市民向けと支援機関向けの説明会を開催した。 

（５）生活科や総合的な学習の時間等において、「地域清掃ボランティア活動」、「多文化交

流体験」、「福祉体験」など、様々な体験学習を重視するとともに、「道徳教育」や「性

（生）に関する教育」等に外部講師を招聘するなど、工夫して取り組んだ。 

 

３．点検結果・評価 

（１）人権教育については、市教委主催で 23 回の研修や、各研究団体と連携した研修によ

り、すべての小・中学校で人権教育のカリキュラムを作成し、総合的な人権教育を

実施できた。 

（２）支援教育については、学校からの依頼に基づき、市として 126 回の巡回相談を実施

し、各校での支援の充実と、「個別の教育支援計画」の作成・運用をさらにすすめる

ことができた。また、市教委主催の研修等を通して、自閉症や発達障がい等、さま

ざまな障がいへの理解を深めるとともに、教材についての研究を推し進めることで、

その理念である「ともに学び、ともに育つ」教育を推進できた。一方で、巡回相談

の依頼数は増加傾向にあり、今後、更に対応力を向上させる必要がある。 
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（３）保育園や幼稚園から小学校へ就学する際に「つながるファイル」の活用が進み、保

護者や関係機関同士の連携が進んだ。また、中学卒業後、進学先の高等学校や、高

等専修学校等へも「つながるファイル」を活用した支援情報の伝達が進んだ。 

（４）すべての学校で、さまざまな体験学習、「道徳教育」、「性（生）に関する教育」等を

実施し、健やかで豊かな人間性を育むことができた。 

 

４．課題・方向性 

・人権教育や支援教育について、今後も教職員の研修機会の確保はもとより、社会状

況に正対した内容の設定や質の向上に努めるとともに、保護者への理解と啓発を進

め、一層の充実を図る。 

・「つながるファイル」の活用については、支援学級在籍児童生徒の作成率が平成２７

年度の６９．９％から平成２８年度は８５．６％と増加傾向にあるが、作成数をさ

らに増加させるために、今後も保護者向けの説明会の開催を積極的に行い、内容と

活用の充実を図る。 

・今後も各校の実状に応じて、体験活動による豊かな心の醸成を図る。 

・今後も増加が予想される巡回相談への対応については、新たな相談員の育成や他機

関との連携等をすすめる。 
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【２．学校教育 （３）学校力の向上 】 

 

１．施策・事業の概要 

（１）教員の指導力向上、学校力の向上 

（２）地域に開かれた学校づくり 

 

２．平成２８年度の取り組み状況 

（１）教師の指導力向上、学校力の向上 

①市教委主催による「教員全体研修（2 講座、554 名参加）」や今日的な教育課題に即

した「課題別研修（25 講座、延べ 1549 名参加）」を実施した。また、各校において

は、それぞれの教育課題に応じた研修会を実施し、学校力の向上に取り組んだ。 

②教職員の入れ替わりが急速に進む中、経験の浅い教員の資質向上はもとより、各校

を担うミドルリーダーの育成がこれまで以上に急がれることから、一定の経験を積

んだ教職員を対象とした研修の充実を図った。 

③全国学力・学習状況調査等の結果分析から、児童生徒の学力面、生活習慣面での課

題や、学校全体で取り組むべき具体的な改善方策を明らかにした。 

【資料編 47・48 ページ参照】 

【富田林市ウェブサイト・各課のページ・教育指導室に掲載】 

（２）地域に開かれた学校づくり（学校教育自己診断と学校協議会の運営） 

①全学校園で学校園教育自己診断を実施し、分析結果については学校通信や保護者会

等で公表した。また、全小中学校幼稚園で学校園協議会を運営し、課題や提言内容

を全教職員で共有し、その改善を進めた。 

②中学校区を単位として、地域教育協議会（すこやかネット）の活動を進め、教育コ

ミュニティづくりに取り組んだ。 

 

３．点検結果・評価 

（１）全体研修には幼・小・中全教職員の 85％が参加するとともに、課題別研修にも多数

の教職員が複数回参加した。これにより、教職員としての人格形成と使命感、責任

感の一層の涵養、社会の変化に伴う多様な教育課題の解決や新学習指導要領への対

応に向け、教職員の資質向上につながった。ミドルリーダー育成の研修については、

小中学校合わせて 41 名が参加し、学校現場の喫緊の課題を事例にして学校で行うべ

き取組について、研究協議を行った。 

また、富田林市学力向上プロジェクトを組織し、全小・中学校での具体的な実践を

進めた。しかし、全国学力・学習状況調査では、国語科における「書くこと」の習

得状況や家庭学習、読書習慣に課題が見られた。また、思考力・判断力・表現力等

の活用力を問う問題にも課題が見られた。 
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（２）すべての学校園で、学校園教育活動等の成果を「学校園教育自己診断」や年に複数

回実施する「学校園協議会」で検証でき、開かれた学校園づくりを確実に推進する

ことができた。 

 

４．課題・方向性 

・学校力向上のため、研修による教職員の資質の一層の向上や、課題の解決に向けた

取り組みを進める。また、少人数習熟度別指導や家庭学習の充実により基礎基本の

定着を図ることはもとより、「主体的・対話的で深い学び」を実現するために、問題

解決学習等を取り入れた授業改善をより一層進め、思考力・判断力・表現力等の育

成を図る。さらに、言語能力の向上をめざし、読書活動の推進を図る。 

・しばらくは、ベテラン教員の退職が続くことから、一人一人の教職員のスキルアッ

プに努めるとともに、引き続き、学校の中核を担う教職員の育成を推進する。 

・今後も地域の協力のもと、開かれた学校園づくりへの取り組みを進める。 
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【２．学校教育 （４）学校給食の推進 】 

 

１．施策・事業の概要 

（１）小学校給食 

①学校給食の安全・安心な実施 

②学校給食の効果的・効率的な運営 

③給食費の賦課・徴収管理業務 

④学校給食センター建替事業 

（２）中学校給食 

①学校給食の安全・安心な実施 

②学校給食の効果的・効率的な運営 

③「給食の日」を始めとする喫食率向上に向けた取り組みの実施 

 

２．平成２８年度の取り組み状況 

（１）小学校給食【資料編 49 ページ参照】  

①・学校給食の実施状況 

    小学校数：16 校 対象児童数：5,372 人  

実施日数：185 日(警報発令により 1日給食中止) 

・学校給食の衛生管理 

文部科学省「学校給食衛生管理基準」に従い、本市小学校給食衛生管理基準の周

知・徹底や調理備品の更新、施設の修繕を行った。 

②学校給食の効果的・効率的な運営 

調理業務を富田林学校給食㈱及び民間調理会社に委託するとともに、給食物資納入

業者の登録、給食物資の入札、献立の作成・給食主任会を富田林市小学校給食会に

おいて行った。 

③小学校給食費の徴収管理業務を「富田林市債権管理マニュアル」に基づき、督促や

催告、支払督促等に取り組んだ。 

④第二学校給食センターの除却及び新学校給食センター建設の地元説明会を行い、工

事に着手した。 

（２）中学校給食【資料編 49 ページ参照】 

①・学校給食の実施状況 

   市内全中学校において自校式による給食を実施した。 

     中学校数:8 校 対象生徒数:2,973 人 実施日数(最大):170 日 

・学校給食の衛生管理 

文部科学省「学校給食衛生管理基準」に従い、本市中学校給食衛生管理基準の周

知・徹底を行った。また、夏期休業中には全ての調理従事者を集めて「衛生管理
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研修会」を開催した。 

②学校給食の効果的・効率的な運営 

調理業務を各校とも民間に委託する一方で、給食物資納入業者の登録、給食物資の

入札、献立の作成等を富田林市中学校給食会において行った。 

 ③喫食率向上に向けた取り組み状況 

全校生徒に無料で給食を提供する「給食の日」を実施し、給食のＰＲを行った。ま

た、新一年生の 4 月分の給食申込みを小学校と協力して行なった。8 校の土曜参観

に給食を行い、ＰＴＡ試食会等も実施した。 

市のシティセールスとも連携し、子育て世代を対象とした市内バスツアーの昼食に

給食を提供した。 

 

３．点検結果・評価 

（１）小学校給食 

①衛生管理基準及びドライ運用作業手順の徹底を指導し、安全で安心なおいしい学校

給食の提供に努めた。また、可能な範囲で地場産の野菜を取り入れた。 

②富田林市小学校給食会で献立作成・物資購入・業者選定等を行い、調理業務は富田

林学校給食(株)及び民間調理会社に委託し、本市栄養士による指導を行いながら、

効率的な運営を進めた。 

③給食費の管理を公会計で行うことにより、公平性・透明性を確保し、学校現場にお

ける事務等の軽減に寄与した。 

④第二学校給食センターの除却を完了し、新学校給食センター建設工事を開始した。 

 

（２）中学校給食 

①衛生管理基準の周知徹底を図ることで、安全で安心なおいしい学校給食を提供する

ことができた。 

②調理業務を民間業者へ委託、また、一部事務を富田林市中学校給食会において行っ

たことで、効果的・効率的な運営を行うことができた。 

 業務システム改修により、業務の効率化、食材の適正管理、申込から食材発注まで

の時間短縮が可能となった。 

③喫食率向上に向けた改善に取り組んだ結果、前年度平均喫食率 43.5％から今年度は

47.4％に上昇し、29 年 3 月においては 50.1%になった。 

 

４．課題・方向性 

（１）小学校給食 

①食物アレルギーを有する児童に対しての給食提供に関する基本的な考え方を策定す

る。 
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②給食費の賦課・徴収管理について、給食費管理システムの改良による事務の効率化

や裁判手続きも活用した整理を行い、現年度分は 98.5％から 99％、滞納繰越分は

25.38％から 25.87％を達成する。 

  ③新学校給食センター稼働の際には、教職員及び児童、並びに配膳パートへ変更点の

周知が必要になる。 

  ④調理業務を委託している民間調理会社に対し、給食提供業務について引き続き指導

を行っていく。 

（２）中学校給食 

①市内全 8 中学校で実施して６年が経過し、その間、喫食率は学校間で差はあるもの

の、徐々に上昇してきたが、一部の学校が目標の 50％には達していない。喫食率の

全体的な引き上げを進めるとともに、喫食率の低い学校の利用促進を図る。 

②給食利用者への申し込も方法の省力化や給食費の支払い方法の利便性の向上を図る

ことで、喫食率の全体的な引き上げを進める。 

③8校調理場の機器や設備が耐用年数を迎え、修繕費等が増加傾向にある。 
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【２．学校教育  （５）施設等の整備】 

 

１．施策・事業の概要 

（１）小学校･中学校の屋内運動場非構造部材耐震化工事 

（２）小学校･中学校のトイレ改修工事 

（３）小学校のプール塗装等改修工事 

（４）小学校･中学校の受変電設備改修工事 

（５）小学校･中学校・幼稚園の消防設備改修工事 

（６）中学校普通教室等空調設備整備工事及び空調機購入 

（７）その他学校園施設の営繕工事 

 

２．平成２８年度の取り組み状況 

（１）小学校･中学校の屋内運動場非構造部材耐震化工事 

①富田林・錦郡・川西小学校屋内運動場非構造部材耐震化工事 

②新堂小学校講堂非構造部材耐震化・アスベスト除去工事 

③第三中学校屋内運動場非構造部材耐震化工事 

（２）小学校･中学校のトイレ改修工事 

①大伴・藤沢台小学校トイレ改修工事（トイレ洋式化改修） 

②藤陽中学校トイレ改修工事（トイレ洋式化改修） 

（３）小学校のプール塗装等改修工事 

①大伴小学校プール塗装工事 

②久野喜台小学校プールサイド等改修工事 

（４）小学校･中学校の受変電設備改修工事 

①彼方・喜志西小学校受変電設備改修工事 

②第三中学校受変電設備改修工事 

（５）小学校・中学校の消防設備改修工事 

①伏山台・向陽台小学校消防設備改修工事 

②第二中学校消防設備改修工事 

③錦郡・青葉丘幼稚園消防設備改修工事 

（６）中学校普通教室等空調設備整備工事及び空調機購入 

①中学校教室空調設備整備工事（第１期） 

②普通教室空調機購入（第１期） 

（７）その他学校園施設の営繕工事 

①小学校公共下水道接続工事（彼方小学校） 

②小学校埋設ガス管改修工事（伏山台小学校） 

③中学校運動場防球ネット改修工事（第三中学校） 
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④中学校屋内運動場屋根防水改修工事（明治池中学校） 

⑤幼稚園進入路舗装改修工事（伏山台幼稚園） 

 

３．点検結果・評価 

（１）平成 28 年度からの年次計画による、小学校 17 棟･中学校 10 棟の屋内運動場非構造

部材の耐震化工事について、計画どおり小学校 4棟、中学校 1棟の工事を完了するこ

とができた。 

（２）平成 24 年度から 1校につき 2ヶ所の老朽化したトイレ改修工事を小学校 2校、中学

校 1 校の計画で進めており、今年度も計画どおり工事を行い、良好な教育環境の整

備に努めることができ、トイレの洋式化率は、平成 28 年度末現在で、校舎内・体育

館等すべてのトイレを含め、27.8％となった。 

（３・４）継続事業として、経年劣化したプール塗装等改修工事や受変電設備の安全対策

工事を行い、良好な教育環境を確保することができた。 

（５）経年劣化による機能低下を改善するため、小学校 2 校、中学校 1 校の消防設備につ

いて、工事を実施し安全対策を講じることができた。 

（６）年間を通じて生徒が快適な学校生活を送り、集中して学習できる教育環境を整える

よう、平成 28 年度から 30 年度に計画している全中学校普通教室等への空調設備の

整備について、計画どおり第 1期の工事が完了した。 

（７）学校運営が滞りなく行えるよう、学校からの要望をふまえた営繕工事を行い、学校

施設を安全で良好な環境に整備することができた。 

 

４．課題・方向性 

・学校施設の屋内運動場は、児童及び生徒の安全確保はもとより、避難所としての機

能を確保する必要があるため、今後も年次計画に沿って、非構造部材の耐震対策工

事の取り組みを進めていく。 

・トイレの大規模改修を行い、良好な教育環境の整備に努めているが、今後もトイレ

の洋式化率向上にむけ、継続して整備を進めていく必要がある。 

・年次計画に沿って、引き続き、夏の暑さ対策や熱中症対策のため、中学校の普通教

室等に空調設備の設置を進め、中学生の良好な学習環境の整備に努めていく。 

・学校の校舎や付帯設備などの老朽化対策は十分には進んでおらず、今後、老朽化し

た学校施設を効果的・効率的に整備していくことが必要である。 

・非構造部材の耐震化を含む工事や老朽化に伴う改造等の学校施設整備には、大きな

財源負担が必要となるため、国庫補助金を最大限活用するなど財源の確保に努めて

いく。 
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【３．生涯学習（１）生涯学習の推進 ①生涯学習・社会教育事業】 

 

１．施策・事業の概要 

（１）社会教育委員会の開催 

（２）社会教育団体の活動を支援するための事業 

（３）とんだばやし発見出前講座の実施 

（４）人権教育の推進 

 

２．平成２８年度の取り組み状況 

（１）社会教育委員会については会議を 2 回開催し、社会教育に関する事業計画や実施に

ついての審議・検討を行った。 

（２）①市ＰＴＡ連絡協議会へは、ＰＴＡ活動の資質向上のための研修や研究大会の開催、

市内 35 校園のＰＴＡ教室開催等への支援を行った。 

②市婦人団体連絡協議会では、婦人の地位向上をはかるための各種研修会等の開催

やボランティア活動に対して支援を行った。 

③市少年少女合唱団へは、広報活動について支援を行った。 

④市ＰＴＡ連絡協議会及び市少年少女合唱団に対しその活動を支援するため補助金

を交付した。補助金について協議・調整を行った。 

（３）とんだばやし発見出前講座は年間 91 回開催し、参加者数は 3,384 人で、「防災」や

「健康」、「保育」についての依頼が多く寄せられた。メニューの更新を行った。 

【資料編 51 ページ参照】 

（４）人権教育の推進では、人権文化センターで開催した識字教室に対して、講師謝金等

の支援を行った。 

 

３．点検結果・評価 

（１）学校教育、社会教育、家庭教育の各分野の委員から多方面にわたる意見をいただい

た。 

（２）各社会教育団体への活動支援を行い、研修会など、様々な事業が開催された。市Ｐ

ＴＡ連絡協議会では、ＰＴＡ大会で「親学習」をテーマに研修会を実施した。参加

者からは、親と子の関係や子育ての楽しさについて役立つ内容であったとの感想を

いただいた。 

（３）とんだばやし発見出前講座は市民の学習機会の充実を図るとともに、市の施策や状

況など市政に関する市民の理解を深めることができた。 

（４）人権教育では、識字教室を人権文化センターで毎週 2回開催した。 
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４．課題・方向性 

・生涯学習についての基本構想・基本計画については、市の上位計画や国の生涯学習

施策の動向に合わせながら、検討する。 

・社会教育団体への補助金交付については、団体補助から事業補助への切替を中心に

補助の位置づけについて、協議・調整を行った。協議・調整後補助金対象事業内容

や、事業経費が補助に値する事業なのかの、妥当性及び補助金額積算の正確性、提

出された領収書が適正なのかについて検証が必要である。 

・とんだばやし発見出前講座については、講座メニューの定期的な更新が必要である。 

・識字教室については、引き続き予算措置を行うとともに、庁内関係課及び大阪府の

識字・日本語学習連絡会議と連携を強める。 
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【３．生涯学習 （１）生涯学習の推進 ②青少年対策事業】 

 

１．施策・事業の概要 

（１）青少年育成と青少年活動を支援するための事業 

（２）こども会の育成及びチャレンジクラブ事業の開催 

（３）成人式の開催 

（４）放課後子ども教室の開催 

（５）福祉青少年センターの運営 

（６）「こどもインフォメーション」の発行 

（７）子ども・若者支援の実施 

（８）青少年委員会の実施 

 

２．平成２８年度の取り組み状況 

（１・２）青少年の健全育成を図るため、小学校区毎に委嘱された青少年指導員の活動を

支援し、市こども会育成連絡協議会とボーイスカウト、ガールスカウトには補助金

を交付するとともに、補助金についての協議・調整を行った。また、正しい野外活

動のあり方を広め心身ともに健全な青少年の育成に寄与するため、野外活動協会に

事業を委託した。 

（３）成人式は 20 歳をむかえた青年を対象に、式典の実施と交流会として「はたちのつど

い」を開催した。ポスター及びパンフレットの作成、オープニングセレモニーとし

て中学生吹奏楽演奏等を実施した。【資料編 52 ページ参照】 

（４）放課後子ども教室は、地域社会全体で未来を担う子どもの豊かな成長を育むことを

目的に、市内 16 小学校全てにおいて、放課後や週末に、地域のボランティアの協力

を得ながらスポーツ活動や文化活動に取り組んだ。 

       放課後子ども教室の小学校間のばらつきについては、指導員を他の学校へ派遣し

たり、取り組み内容について指導員交流会を開催することで、改善を目指した。 

【資料編 51 ページ参照】 

（５）福祉青少年センターでは、青少年に自習室、大会議室、小会議室、多目的室を無料

で貸し出しするほか、青少年以外の団体にも貸出を行った。【資料編 46 ページ参照】 

（６）子どもを対象に実施される講座・教室・行事・イベント等を掲載した情報紙である

「こどもインフォメーション」を幼稚園・保育園・小学校の園児及び児童全員に配

布した。 

（７）子ども・若者の引きこもり等の相談窓口を開設した。ひきこもりをテーマとしたシ

ンポジウムを開催したほか、公民館と共催で「ひきこもり家族セミナー」を実施し

た。 
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（８）きらめき創造館における事業の企画・実施の中心となり、また、施設の運用を市職

員と共に考える青少年委員を一般公募し、高校・大学生を中心とした若者による青

少年委員会を開催した。 

 

３．点検結果・評価 

（１・２）青少年指導員の活動内容については、近年の少子高齢化・核家族化・高度情報

化などが進行し価値観や生活スタイルも多様化するなど大きく変化する中で、青少

年を取り巻く状況にも教育の低下、非行や犯罪の増加等に表れてきている現状の中

で、こども会育成連絡協議会などの団体と連携しながら、各種スポーツ大会やチャ

レンジクラブ事業、たこあげ大会、非行防止の啓発活動等、当初計画した事業を実

施することで、青少年の健全育成に寄与することができた。 

（３）成人式は、対象者 1,356 人に対して、963 人の参加があり、出席率は 71.0％で、例

年より少し高い出席率であった。 

（４）放課後子ども教室では、開催回数 334 回、子ども延べ参加者数 12,724 人であった。

前年比、回数で 14 回の減、参加者数では 978 人増であった。 

（５）青少年センター利用については、今年度総利用件数は 966 件で、夏季期間の団体利

用者の減少により、前年比 127 件減となった。【資料編 50 ページ参照】 

（６）「こどもインフォメーション」掲載内容は、主に小学生以下が対象となっているため、

中学生への配布を中止し、新たに市内私立幼稚園・小学校への配布を開始した。 

（７）子ども・若者相談窓口の相談件数は、27 年度は 14 件だったが、28 年度は 28 件であ

った。 

（８）青少年委員会での意見を反映した、きらめき創造館運用案を作成した。 

 

４．課題・方向性 

・青少年指導員の活動内容については、青少年が社会の中で互いを尊重しあいながら

共に生きていけるよう、社会性や規範性を育んでいくことができるような、新たな

取り組みが必要である。 

・こども会活動の活性化について、市こども会育成連絡協議会と引き続き、検討を進

める。 

・成人式について、府内の 28 年度の平均は 70.7％であり、本市の参加率は 70％前後

で推移しているのが現状ではあるが、新成人の参加率を上げる為に一昨年より中学

生吹奏楽部の演奏をオープニングセレモニーとしてプログラムに取り入れるなどの

工夫をしているが、引き続きプログラムの内容等の見直しによる、出席率の向上に

取り組む必要がある。 

・放課後子ども教室の実施については、共働き家庭等の児童を含めた、全ての児童が

放課後等を安全・安心に過ごし、多様な体験・活動を行うことができるように総合
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的な放課後対策を進めるとともに、放課後児童クラブと連携した活動が行うことが

できる方法を検討する必要がある。 

・「子ども・若者支援」については、独自取り組みの展開及び公的機関や民間支援組織

との連携・協働について検討する必要がある。 

・青少年委員会について、青少年たちの自主性を促し、成長できる取組みを進める。 
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【３．生涯学習 （１）生涯学習の推進 ③市民文化の振興】 

 

１．施策・事業の概要 

（１）すばるホールの運営 

（２）市民会館の運営 

（３）市民文化の振興 

（４）市民文化祭の開催 

 

２．平成２８年度の取り組み状況 

（１）すばるホールの運営【資料編 50 ページ参照】 

     公益財団法人富田林市文化振興事業団を指定管理者として管理運営を行い、芸

術文化鑑賞事業、参加創造事業、普及啓発事業、市民文化祭事業、プラネタリ

ウム及び施設の管理運営事業等を行った。引き続き、賑わい創出を目的に季節

をテーマとした館内イベントを実施した。また、今回の不正経理問題は、市民

の信頼を損なう極めて遺憾な行為であり、原因究明等についての検証を進めた。 

（２）市民会館の運営 

    アクティオ株式会社を指定管理者として管理運営を行い、施設の貸館や受託事

業として市民劇場を開催するとともに、自主事業としてレインボーホール講座

を開催した。 

（３）市民文化の振興 

文化振興基金を活用し、市内の文化団体の事業に対して、助成金を支出し、活

動の財政的支援を行った。 

 （４）市民文化祭の開催【資料編 53 ページ参照】 

     富田林市文化団体協議会を構成する団体の市民文化祭及び合同発表会としての

芸能フェスティバル事業に対し補助金を交付した。 

 

 

３．点検結果・評価 

 （１）すばるホールの運営 

  公益財団法人富田林市文化振興事業団と連携し、市民に多様な文化活動や鑑賞

機会を提供するとともに、住民自ら参加し創造する機会も提供するなど市民文

化創造の拠点にふさわしい施設運営に努めた。また、不正経理問題については、

本市におけるチェック体制の強化など、再発防止策についての協議を進めた。 

（２）市民会館の運営 

    貸館事業とともに多種多様な講座を企画し施設の利用促進に取り組んだ。 
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（３）市民文化の振興 

文化振興基金の活用については、6 団体 117 万円を予定していたが、4 団体、

439,410 円の助成となった。 

（４）市民文化祭の開催 

市文化団体協議会加盟の 13 団体により、コーラスフェスティバルや市民美術工

芸展等の合計 12 事業を開催した。 

 

４．課題・方向性 

・すばるホールの運営 

   施設や各種講座、イベント等への利用者数を増やすため、さらなる創意工夫が

必要である。 

また、施設及び備品の改修について、年次的な計画を立てる必要がある。 

不正経理問題の再発防止策の進捗状況について、定期的な点検が必要である。 

・市民会館の運営 

 施設や各種講座、イベント等への利用者数を増やすため、さらなる創意工夫が

必要である。 

また、施設及び備品の改修について、年次的な計画を立てる必要がある。 

・市民文化の振興 

文化振興基金は、当面、剰余金を文化振興基金に充てるとともに、文化振興基

金の制度について引き続き検討が必要である。 

   ・市民文化祭の開催 

     補助金改革の中で制度変更を行ったが、変更後の設定の妥当性、事業内容の合

理性、補助金額積算の正当性等、検証の必要がある。 
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【３．生涯学習 （１）生涯学習の推進 ④図書館活動】 

 

１．施策・事業の概要 

（１）図書館資料の貸出とサービスの充実 

（２）インターネット等を利用したサービスと他の図書館との連携 

（３）障がい者サービス 

（４）子どもの読書活動の推進 

（５）高齢者へのサービスの推進 

 

２．平成２８年度の取り組み状況 

（１）図書館資料の貸出とサービスの充実【資料編 54 ページ参照】 

①雑誌スポンサー制度を継続し、中央図書館では新規のスポンサーにより 4 誌増やす

ことができた。この制度は図書館所蔵雑誌の購入負担をしていただき、その雑誌を

広告媒体として利用してもらう制度である。スポンサーは地域貢献ができ、図書館

ではスポンサー負担分を他の雑誌購入に充てることで図書館所蔵雑誌を充実させる

ことができた。 

②貸出サービスと同時に、読書相談やレファレンスサービス（3,945 件）にも積極的に

取り組んだ。スマートフォン等の普及により簡易な調べ物は個人で解決できること

もあり件数は年々減少傾向であるが、レファレンスの内容については、郷土に関す

ることやより専門的なもので調査には時間を要するものとなっており、職員の知識

や能力がより必要となってきている。 

③広域相互利用の記念連携講座は、河内長野市、大阪狭山市、富田林市の三市で「すこ

やかに生きる」をテーマとし継続して実施した。また、大阪大谷大学、大阪芸術大学、

阪南大学の図書館との連携協力を継続し生涯学習社会の進展や市民の学習ニーズに

応えることができるよう努めた。 

④人権政策課との連携による本市が勧める女性の活躍を応援する企画の継続として男

女共同参画週間に関連本の展示、貸出を実施した。 

⑤官公庁等からの寄贈による地域行政関係のＤＶＤは、だんじり祭り関係等 25 点の寄

贈による収集、貸出をした。 

⑥図書館協議会（委員数 10 人）を 2回開催し、図書館運営についての活発なご意見を

伺った。 

⑦喜志分室閉室に伴い市民会館への自動車文庫の巡回サービスの開始と予約図書等受

渡業務の開始による予約本の受取曜日と受取時間の拡大により利便性の向上を図っ

た。また、地下 1階の玄関口に返却ポストを設置した。 

⑧市民会館と東公民館ロビーに図書館での役割を終えた図書の再利用として、リサイ

クル図書コーナーの設置を実施した。 
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⑨観光交流施設きらめきファクトリーへの協力により読書週間の期間に合わせ、自分

がお薦めの本の帯を作製する「帯とんコンテスト」を開催した。小中学生には図書

館所蔵の本での作製、応募の窓口は図書館とし図書館利用の促進となるよう協力し

た。 

⑩１８歳選挙権関連として総合事務室に協力し、市内の高校や支援学校への出前講座

に必要とする選挙や政治関係の図書を団体貸出し、館内の中高校生のためのＹＡコ

ーナーに関連図書の展示、貸出をした。 

（２）インターネット等を利用したサービスと他の図書館との連携 

  図書館コンピュータシステムのインターネット環境の利便性の向上として、図書館の

ホームページに“本が読みづらい方へ”を開設し、大活字本や大人も楽しめる紙芝居

朗読や落語のＣＤ等のリストを追加し、障がいをお持ちの方や、高齢者の方へのサー

ビスの紹介を更新した。また、府立図書館を始め、多くの図書館との相互貸借制度を

利用して要望資料の迅速な提供（6,119 冊）に努めた。また、他の図書館にも、貸出

（1,658 冊）提供した。 

（３）障がい者サービス 

①朗読ボランティアと協働して対面朗読サービスや、市の「声の広報」に継続して取

り組んだ。 

②音声訳ボランティア養成講習会初級編を開催し、ボランティアの養成を目指したが

新しいボランティアの増員にはいたらなかった。 

③知的・学習障がい者（児）のためのＬＬブック（やさしく読める本）は、誰にもや

さしい本であるため、高齢者や一般の方にも利用されており、コーナーの充実を目指

し、出版点数が少ない中２２冊の増加が図れた。 

④心身障がい者用郵送貸出は、利用者からの申込みがなかった。 

（４）子どもの読書活動の推進 

  ①子どもの読書及び図書館利用の推進に繋がるよう、小中学校との連携により、4 月

に市内全児童、生徒へ読書通帳を配布（２冊目以降 2,049 冊配布）した。継続して

読書に親しんでもらうために、図書館ではとっぴーはんこの押印やとっぴーシール

の配布も実施した。 

②学童クラブ配本便（20 学童クラブ 1,148 冊貸出）の開始により子ども達の身近に本

がある環境の充実を図った。 

③富田林市子ども読書活動推進計画に基づき、富田林市子ども読書活動推進会議を開

催し、関係部署の数値目標達成に向けての取り組み状況の確認や情報交換を行った。

また、子ども読書活動推進連絡会を開催し地域で子どもや子育てに関わる市民団体

との情報交換をし、「発達がちょっと気になる子どもたち」の講演会を開催し、一般

の方にも参加いただく機会とした。 

④ブックスタート事業（絵本 729 冊配布）、あかちゃんのおはなし会（619 人参加）や
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おはなし会・じゅうたんコーナー（592 人参加）などをボランティアと協働して実

施した。 

また、子育て支援と子ども読書推進事業として、家庭での子育て支援、図書館での

ブックスタート事業や、おはなし会を支援するボランティア養成講座を開催し、図

書館ばかりでなく地域や学校で、本と子育てに関わる人材を育成し、市民と行政と

地域が手を携え、子育て環境作りをめざした。 

⑤小学 1年生全員への図書館のオリエンテーションの実施や、ブック便で、学校図書

館への配本（7,356 冊）の充実に努めた。 

  学校図書館との連携により選定したものづくりの本の展示・貸出を図書館で行い、

市・教育委員会主催の「とっぴーと読もう！富田林市読書感想文コンクール」に協

力し新たに受賞者への新刊図書を貸出する福袋を賞品として提供した。 

 ⑥保護者や子どもに身近な大人へ絵本や読み聞かせの啓発を行うため、保育園、幼児

教育センター、つどいの広場、児童館に「図書館出前講座」を実施した。 

 ⑦子どもの年齢に応じた絵本リスト「絵本で子育て」および「もうすぐママ・パパに

なられる方へ」の 5種類を更新し、保健センターでの健診や幼稚園、保育園等へ配

布し情報提供を継続して実施した。 

 ⑧高齢介護課の認知症をテーマとした感想文の「MEET★富田林コンクール」に関連本

の収集・貸出・展示等の協力を継続して実施した。  

（５）高齢者へのサービスの推進 

 ①利用が増加している高齢者へのサービスとして、ニーズに応える大活字本、ＣＤを

収集し、ホームページのリスト更新による情報提供をした。 

 ②朗読ボランティアの協力による「おとなのための朗読会」は、毎年好評で、昨年度

は視覚障がいがある利用者へも案内し参加いただき、耳から楽しむ読書の機会を提

供した。 

 

３．点検結果・評価 

（１）・雑誌スポンサー制度により、新たな雑誌の購入ができ利用者へのサービスの充実と

なった。 

・広域相互利用の記念連携講座での市民の講座受講機会の充実や、市民会館での予約

図書等受渡業務による受取時間や受取曜日の拡大、リサイクル図書コーナーの設置

により市民サービスの向上を図ることができた。 

・新たな連携、協力事業として、総合事務室との１８歳選挙権関連事業や、観光交流

施設きらめきファクトリーとの「帯とんコンテスト」開催が実施できた。 

・寄贈によるＤＶＤの収集により市民に郷土に関する資料提供の拡充を図った。 

（２）・図書館コンピュータシステムによるホームページで障がいがある方や高齢者のみな

らず市民への情報発信の充実を図った。 
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・コンピューターのクラウド方式による経費削減の継続を図った。 

・インターネット環境により相互貸借制度での借用による利用者への資料提供（6,119

冊）や他の図書館への貸出（1,830 冊）も増加した。 

（３）ＬＬブックの収集に努め、コーナーの充実を図った。 

（４）・読書通帳の配布により子どもの読書及び図書館利用の推進に努め、学童クラブ配本

便の開始により子どもの読書環境の充実にも努めた。 

・「図書館出前講座」や子どもの年齢に応じた絵本リストの配布により、地域での子

ども読書活動の推進に継続して取り組んだ。 

・おはなし会の参加者は低年齢化しており、一人で参加できる年齢のおはなし会は減

少傾向であるが、０歳～１歳児対象のあかちゃんのおはなし会の参加者は増加して

おり、特に中央図書館では、昨年度比３倍以上の参加人数となった。 

（５）高齢化社会への対応に向けて、ニーズに応える資料（大活字本や朗読ＣＤ）の収集・

提供をした。「おとなのための朗読会」に視覚障がいがある方にも参加していただく

ことができた。 

 

４．課題・方向性  

・図書館サービスについての点検を行い、その利便性の向上に努める。関係部署や関

係団体との連携や協力による事業を今後も継続し、図書館事業の充実を図る。 

・雑誌スポンサー制度の推進を図りスポンサーの地域貢献と雑誌の充実に努める。 

・館内で新聞、雑誌等を閲覧し長い時間を図書館で過ごされる、滞在型となっている

高齢者のニーズに応える資料の収集・提供や行事の開催の継続及び館内の閲覧椅子

修繕等読書環境の整備とともに、高齢者の利便性を考えたサービスを検討する。 

・心身障がい者用郵送貸出については、サービスの更なる周知に努める。今後も視覚

障がい者登録の方へ「おとなのための朗読会」の開催をご案内する等、更に情報提

供をしていく。 

・読書通帳の配布を継続し、子ども達に本や図書館への関心を持ち生涯を通して読書

に親しみ図書館を利用してもらえるように努める。 

・図書館事業を支援していただくボランティアの養成を継続して実施し、新たなボラ

ンティアの増員を目指す。 

・子ども読書活動推進計画に基づき、毎年「子ども読書活動推進会議」、及び｢子ども

読書活動推進連絡会｣を開催し関係部署や関係団体と連携を密にしながら子ども読

書活動の推進を図る。 

・平成２９年度末に計画期間が終了となる「第２次富田林市子ども読書活動推進計画」

の策定に取り組む。 
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【３．生涯学習 （１）生涯学習の推進 ⑤公民館活動】 

 

１．施策・事業の概要 

（１）公民館主催講座・事業の企画・実施並びに学習情報の提供 

（２）公民館クラブ連絡会（中央、東、金剛）・協議会の育成・指導 

（３）公民館運営審議会の開催 

 

２．平成２８年度の取り組み状況 

（１）公民館主催講座・事業の企画・実施並びに学習情報の提供 

多彩な主催講座（3 館合計 72 講座）を大学・専門機関等と協力して実施するととも

に、公民館クラブや公民館特技登録者等地域の人材を活かしたイベント事業などを

実施した。 

（２）公民館クラブ連絡会・協議会の育成・指導 

市民の自主的な社会教育活動である公民館クラブ活動活性化のために、活動の周知や

クラブ連絡（協議）会との連携協力事業を実施した。 

（３）公民館運営審議会の開催 

7 月と 3 月の年 2 回開催。第 1 回では、前年度事業報告、第 2 回では次年度事業計画

等の審議を行った。 

 

３．点検結果・評価 

（１）公民館主催講座・事業の企画・実施並びに生涯学習情報の提供 

・市民企画講座などの事業を行ない、地域の人材育成を図った。また地元の大学や高

校と連携協力した事業の実施、アートによるワークショップ、地産地消の料理講座

など効率的、効果的な事業を実施しマスコミやミニコミ誌にも取り上げられた。 

・公民館ホームページ、市ウェブサイトお知らせ欄などを活用し、事業のＰＲを行な

った。 

（２）公民館クラブ連絡会・協議会の育成・指導  

・「納涼の夕べ」（東）、「憲法月間行事」（中央）「お茶の出ない歌声喫茶」「人権週間の

映画会」（金剛）など地域に密着した催しを公民館と協力し実施し、地域文化の向上・

今日的課題の解決に寄与した。 

・「公民館まつり」「クラブ体験ウィーク」など 3 館共同の事業を実施し、クラブ活動

の活性化を図った。 

・市の人口が年々減少している中で、３館とも年間利用者数は、ほぼ昨年並み、金剛

公民館ではクラブ数、クラブ員数とも若干の増加が見られた。 

【資料編 55・56 ページ参照】 
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（３）公民館運営審議会の開催 

・公民館主催事業に関して、学校との連携のあり方や、青年層や子育て世代等の利用

の拡大、講座申し込みの方法などについて意見交換を行なった。 

 

４．課題・方向性 

（１）公民館主催講座・事業の企画・実施並びに生涯学習情報の提供 

  ・事業企画において、今日的な学習課題を取り上げる一方、本市をより魅力ある町と 

感じていただけるような企画や、今まで公民館事業にあまり関心のなかった市民に 

も興味を持っていただけるような事業などバランスよく取り組んで行く。 

・青年層、勤労者層の参加を促進するため、ネットによる講座申し込みについて、検

討していく。 

・「公民館だより」の充実と併せ、ホームページの充実や、SNS の有効な活用方法など

を検討していく。 

 

（２）公民館クラブ連絡会・協議会の育成・指導 

・公民館クラブの活性化を目指し、新規クラブ及びクラブ員の加入促進を図る。 

・今後、クラブ連絡会・協議会の活動をより自主的に多様な活動が展開できるよう、

育成指導に努める。 

・利用が少ない勤労者や若者が参加しやすい活動内容、及び時間帯のクラブ育成を図

る。 

・公民館クラブ連絡会に未加入の団体に対して、加入を呼びかけていく。 

（３）公民館運営審議会の開催 

  ・各種研修会への参加など、委員の研修機会の充実を図る。 

・今後の公民館のありかたや事業内容について、審議会の意見をできるだけ反映でき

るように、年間 2回の開催時期について検討する。 
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【３．生涯学習 （２）スポーツ振興】 

 

１．施策・事業の概要 

（１）生涯スポーツの普及振興 

（２）体育向上に向けた各種大会・事業等の開催 

 

２．平成２８年度の取り組み状況 【資料編 57・58 ページ参照】 

（１）生涯スポーツの普及振興 

①市民の体力向上と健康増進を図るため、スポーツ教室、トレーニング講習会・相

談、体力測定会を開催した。 

②地域スポーツの振興と地域コミュニティー意識の高揚を図るため、地区ファミリ

ーレクリエーション、健康ウォーキング、おでかけ健康ウォーキング、夏休みラ

ジオ体操教室を開催した。 

③『いつでも・どこでも・だれでも』気軽に参加できる行事として、親子・ファミ

リーにふれあいの場と健康づくりの場を提供するチャレンジ・ザ・ウォークを開

催した。 

④スポーツ・レクリエーションの技術向上だけでなく、いろいろな人とのふれあい

の中で人間関係をコーディネートできる自主性のあるリーダーを養成することを

目的として、ジュニア・スポーツリーダー・スクールを開催した。 

（２）体育向上に向けた各種大会・事業等の開催 

①市をあげてのイベントとして、行政をはじめ地域の各種団体が支援協力すること

により地域の活性化を図り、プロ野球を通じてスポーツの振興と市民満足度の向

上に寄与するため富田林ドリームフェスティバルを開催した。 

②市民の体育向上を目的として、富田林市民体育大会（26 競技）、富田林市民マラ

ソン大会、南大阪駅伝競走大会（南河内 6市 2町 1村）を開催した。 

③スポーツ・レクリエーションの普及・振興を目的として、富田林市民スポーツ・

レクリエーション祭を開催した。 

④市民の健康増進と体力向上を図るため、川西地区にあった市営プールを大規模改

修し、誰もが楽しんでいただける施設として平成 27 年度に、富田林市民プール（ア

クアパークきらめき）を開設した。 

  

３．点検結果・評価 

（１）生涯スポーツの普及振興 

子どもから高齢者まで幅広い年齢層を対象にしたスポーツ教室や地域でのスポー

ツ・レクリエーション活動、ジュニアスポーツリーダー講習を開催することによ

り市民の健康・体力づくりに取り組むことができた。 

（２）体育向上に向けた各種大会・事業等の開催 

各種スポーツ大会・事業等の開催については、市民の体育向上を目的として、一
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人でも多く参加できる事業・大会を開催することによりスポーツ普及・振興を図

ることができた。また、27 年度に開設した市民プールでは、子どもから高齢者ま

で家族連れで気軽に利用できる施設として、当初の想定を上回る利用者があり、

健康増進と体力向上、憩いの場として多くの市民に活用いただいた。 

 

４．課題・方向性 

・スポーツ教室の開催については、指定管理者により、子どもから高齢者まで幅広い

年齢層を対象にした、より多くの各種スポーツ教室の開催が行われた。各種教室の

開催日の増加に伴い、既存利用団体との日程調整の協議が必要となっている。 

・市民体育大会の開催や各種スポーツ・レクリエーション関係団体の事業や大会等を

支援するとともに、身近な地域のスポーツ活動を楽しむことができる環境をソフ

ト・ハード両面から整備し、市民のスポーツに参加する機会の増加に努める。 

・学校体育施設は地域の生涯スポーツの普及・振興に不可欠なものとして定着してい

る。その一方、施設利用上の安全管理やモラルの問題、施設備品等の取扱いや破損

時の修繕費負担（相手方が不明時）などの課題がある。 

・地域の活性化につながる、市をあげてのイベントとしての「富田林ドリームフェス

ティバル」を開催する。今後ともこの事業を通じ、更なるシティセールス及び市民

満足度を上げるための、先進的な取り組みを検討していく。 

・補助金については、目的に見合った効果が出ているか、また、補助目的が達成され

ているかなど、補助金事業によってもたらせる効果について検証することが必要で

ある。 
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【３．生涯学習 （３）文化財の保存と活用 】 

 

１．施策・事業の概要 

（１）富田林寺内町地区の保存と活用 

（２）埋蔵文化財の保存と活用 

（３）その他文化財の保存と活用 

 

２．平成２８年度の取り組み状況 

（１）・富田林寺内町地区の保存については、町家の修理・修景事業を 7件実施するととも

に、昨年度に引き続き、伝統的建造物群保存地区追加事業に取り組んだ。28 年度は、

年次計画どおり見直し調査（現況把握・外観目視・伝統的建造物物件・追加地区範

囲）や、伝統的建造物群保存地区保存計画及び関係法令の検討等を実施した。 

・地区保存に向けた普及啓発活動として、学校他からの申し込みによる講座に 6件の

講師派遣を行うとともに、町並みパネル展示会を 4回実施した。 

・地区内の施設活用については、3 施設（旧杉山家住宅・旧田中家住宅・寺内町セン

ター）でイベントや展示会を 11 回実施した。 

【施設利用者数については、資料編 59 ページ参照】 

   

（２）・埋蔵文化財の保存については、埋蔵文化財の事前調査を 17 件実施し、本格的な発

掘調査を 7件実施した。また、開発行為にかかる試掘調査を 25 件実施した。 

・市立埋蔵文化財センターの管理運営については、センター2階展示室の見学者を 59

人、資料調査で 7人、職業体験で 1人を受け入れた。 

・埋蔵文化財の活用については、府市連携事業を実施し、幅広いテーマで展示会や体

験講座を開催するとともに、従前よりも展示会開催場所を広げた。その結果、学校

や地域からの申し込みによる講座に７件の職員の講師派遣を行うとともに、出土遺

物の展示 5 回と歴史講座 1 回を実施した。また、府立近つ飛鳥博物館等へ資料貸出

を行った。 

 

（３）・その他文化財の保存については、文化財の除草・清掃業務を行い、適正管理に努め

た。また、経年劣化が著しい文化財説明看板や道標「河内ふるさとのみち」の修繕

について、年次計画どおり着手した。 

・その他の文化財の活用については、展示会を２回実施するとともに、市民他からの

各種文化財の照会等による回答や資料貸出、研究者への協力を行った。また、文化

財に関して市ウェブサイトや広報紙、facebook において啓発活動を実施した。 

・文化財保護条例の制定に向けて、関係機関と調整を図りながら、条例案を作成する

とともに、市民の意見を広く聴取するため、パブリックコメントを実施した。 
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・日本遺産認定申請について、「楠木正成」をテーマに５市町村（河内長野市・千早

赤阪村・四條畷市・島本町・神戸市）と連携して行ったが、認定されなかった。 

 

３．点検結果・評価 

（１）寺内町地区の歴史的町並みの保全については、地区内の町家の修理・修景に対する

補助事業を進めるとともに、昨年度に引き続き、伝統的建造物群保存地区追加事業

に取り組み、地区全域での伝統的建造物群保存地区指定の実現に向けて、年次計画

どおり着実に事業推進を図っている。 

（２）懸案の文化財保護条例の制定に向けて、関係機関と調整を図りながら取り組んだ結

果、平成 29 年度中に施行することが出来た。 

（３）府市連携事業の実施や既存の公共施設を新たに展示会場として活用し、展示会や歴

史講座などの啓発事業を積極的に実施したことで、本市の貴重な文化財を市内外へ

発信するとともに、文化財資料や既存施設の有効活用にもつながったが、今後も事

業を継続する必要がある。 

（４）懸案であった史跡新堂廃寺跡等の整備について、総合計画に「歴史環境の保全」に

係る施策の１つとして位置づけたことで、今後は年次計画に基づき、着実に整備事

業の推進を図る必要がある。 

 

４．課題・方向性 

・寺内町地区内の町家の修理・修景に対する補助事業を進めるとともに、地区全域で

の伝統的建造物群保存地区指定実現に向けて、年次計画に沿った着実な事業推進を

図る。 

・市域の貴重な歴史的遺産である文化財を保存し、次世代へ継承するため、文化財保

護条例制定後の運用整備を図る必要がある。 

・魅力ある歴史的遺産の情報発信に努めるとともに、展示会・歴史講座を継続して実

施する必要がある。また、文化財資料の整理選別を年次的に行うとともに、適正な

環境で保管するための施設が必要である。 

・新堂廃寺跡の史跡整備に向けて、新堂廃寺等整備委員会を再開し、保存活用計画の

策定に取り組む必要がある。 
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【３．生涯学習 （４）施設等の整備】 

 

１．施策・事業の概要 

（１）福祉青少年センターの施設管理運営 

（２）すばるホールの施設管理運営・施設整備 

（３）市民会館の施設管理運営・施設整備 

（４）公民館・図書館の施設管理運営 

（５）じないまち交流館の施設管理運営 

（６）旧杉山家住宅・寺内町センター・じないまち展望広場・旧田中家住宅 

の施設管理運営 

（７）市民総合体育館・青少年スポーツホール・総合スポーツ公園・屋外体育施設等の

施設管理運営 

（８）（仮称）複合的生涯学習プラザ整備着手 

 

２．平成２８年度の取り組み状況 

（１）福祉青少年センターの施設管理運営 

福祉青少年センターの施設及び設備の修繕等を行った。 

①パワードスピーカー修繕 ②公用車修繕 ③リソグラフ修繕 

（２）すばるホールの施設管理運営・施設整備 

指定管理者との協定に基づき、すばるホールの施設管理運営及び設備の修繕等を行

った。 

①大ホール舞台吊物機構設備改修 ②プラネタリウム点検修繕・備品購入 

  空調機器用吸式冷温水器用備品購入 

（３）市民会館の施設管理運営・施設整備 

指定管理者との協定に基づき、市民会館の施設管理運営及び設備の修繕等を行っ

た。 

①レストラン鍵修繕 ②ロビー空調機修繕 ③グリストラップ清掃 

④防火ドア修繕 ⑤アコーディオンカーテン修繕 ⑥レストラン内排水溝修理 

⑦レストラン空調・換気整備修繕 ⑧レストランガラス修繕 

⑨レストラン動力電源修理 ⑩レストランブレーカー及び換気口修繕・備品購

入  

   ①レストラン厨房エアコン購入 

   ②レストラン内ガス感知器購入 

   ③電話交換機設備等一式購入 

 

 



- 35 - 
 

（４）公民館・図書館の施設管理運営 

Ⅰ．中央公民館・図書館の施設及び設備・備品の改修・修繕・更新を行った。 

・国道側掲示板および別館屋根の改修・防火用消防ホースの更新ほか 9件 

Ⅱ．金剛公民館・図書館の施設及び設備・備品の改修・修繕・更新を行った。 

・第一講座室壁面修繕・２階空調設備修繕・既設排水枡修繕・構内電話設備交

換ほか 19 件 

Ⅲ．東公民館の施設及び設備・備品の改修・修繕・更新を行った。 

・１階女子トイレの改修・陶芸釜断熱材修繕ほか７件 

 

（５）じないまち交流館の施設管理運営 

指定管理者である富田林寺内町をまもり・そだてる会が行った。 

 

（６）旧杉山家住宅・寺内町センター・じないまち展望広場・旧田中家住宅の施設管理

運営 

旧杉山家住宅・寺内町センター・じないまち展望広場・旧田中家住宅の施設管理

を直営で行い、各施設・設備の修繕及び改修を行った。 

①旧杉山家住宅    電気設備改修、北蔵床緊急改修 

②寺内町センター   和室照明設備改修及び防音壁設置 

③旧田中家住宅     乾蔵屋根改修 

 

（７）市内社会体育施設の管理運営 

指定管理者との協定に基づき、社会体育施設の管理運営及び設備の修繕等を行っ

た。 

①市民プール配管修繕 

②喜志プール跡地横グラウンドフェンス拡張工事 

③総合スポーツ公園浄化槽修繕 

 

（８）（仮称）複合的生涯学習プラザの整備を進めた。 

  

３．点検結果・評価 

   すばるホール・市民会館・公民館・図書館・旧杉山家住宅・寺内町センター・旧田

中家住宅・市民総合体育館・青少年スポーツホール・総合スポーツ公園・屋外体育施

設の整備及び設備の修繕・更新を行い、利用者が安全･安心に施設利用することができ

た。 

また、指定管理者との協定に基づき、すばるホール・市民会館・じないまち交流館・

社会体育施設の施設管理運営を適正に行った。 
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４．課題・方向性 

・福祉青少年センター 

公会堂跡地施設新設後の、現センターのあり方を考える必要がある。 

・すばるホール 

施設・備品の経年劣化に伴う改修については、年次的な計画を検討する必要があ

る。 

・市民会館 

施設・備品の経年劣化に伴う改修については、年次的な計画を検討する必要があ

る。 

・公民館・図書館 

施設の老朽化等に対して、適切な修繕等を行い、利用者にとって安全・安心な社

会教育施設としての機能維持に努める。 

① 年々施設利用者の高齢化が進む中、ユニバーサルデザインを目指し、すべての

市民が利用しやすい施設づくりに務める。 

② 中央・東・金剛・喜志分館の施設・設備・備品の整備・改修・更新に努める。 

・旧杉山家住宅・寺内町センター・じないまち展望広場・旧田中家住宅の経年劣化な

どに伴う施設整備を適切に行い、利用者の安全と快適性の確保に努めるとともに、

効率的で充実した施設管理運営を実現するため、指定管理制度の導入に向けて取り

組む必要がある。 

・市民総合体育館・青少年スポーツホール・総合スポーツ公園・屋外体育施設等の老

朽化に伴う整備・改修を年次的に行い、安全・安心に利用できる施設づくりに努め

る。また、施設の部分的な修繕や改修・メンテナンスを行い、長寿命化を図ること

により、大規模改修の時期を遅らせることができ、結果的にコスト縮減に繋がるも

のと思われる。 

  ・公会堂跡地に（仮称）複合的生涯学習プラザの新設工事を行い、管理・運営につい

て検討する。 
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教育に関する事務の点検・評価報告書(平成 28 年度実績)の所見 

学校法人 関西外国語大学外国語学部 元教授 岡澤潤次 

 

平成 28 年度の施策を対象とした富田林市教育委員会の「教育に関する事務の点検・評価

報告書」について、教育総務部の教育総務課・学校給食課・教育指導室、生涯学習部の生

涯学習課・文化財課・図書館・公民館の順で課別業務、主要事業実績の点検評価に関する

説明を受け、第三者の視点で慎重かつ詳細に検討した。 

本報告書は、１．教育委員会の活動概況、２．学校教育、３．生涯学習の部門に大別さ

れ、最後に事務事業に関係する参考資料として図表およびグラフ等を付記した構成で編集

されている。しかも、点検・評価内容が事業テーマ単位で整理し、１．施策・事業の概要、

２．平成 28 年度の取り組み状況、３．点検結果・評価、４．課題・方向性、というように

事業テーマごとに統一され、見やすく、かつ具体的にまとめられている。 

厳しい財政状況下、平成 28 年度の実施された施策については、それぞれの課題を精査し、

改善を必要とする事務事業を優先的に展開し、各課の創意・工夫により適切に処理され、

富田林市教育行政の推進に大きく寄与されているものと判断する。 

さて、阪神淡路大震災、東北の東日本大震災が発生して、全国民を震撼させ、莫大な被

害をもたらし、まだその傷跡が癒えていない中で、九州熊本の大地震が発生し、自然災害

の恐怖が結果的に防災対策の必要性を実証することになった。本年度も、本市は、学校施

設の整備を最重要課題として捉え、子どもたちが、大半を過ごす学校での安心・安全の確

保と近隣住民の緊急避難場所としての機能を一層充実するための取組を着々と進めてきた。

その上で、小・中学校の屋内運動場非構造部材耐震化工事の着手へと防災対策を限りなく

万全にし、加えて、トイレの洋式化改修や空調設備等積極的に、良好な学習環境整備に尽

力されていることを高く評価する。 

なお、「教育に関する事務の点検・評価報告書」作成に当たり、課別業務・主要事業一覧

の参考資料をもとに、教育委員会事務局が、各課の事務事業の説明とともに意見交換会を

持つことにより、相互点検ができ、点検・評価及び課題と方向性が明確に把握できたこと

になる。また、この報告書が地域住民に対する説明責任を果たす役割を担うものと考える

ことができる。 

 

 次年度以降、教育に関する事業と事務の点検・評価において、尚一層の充実と改善を進

めるため、以下各テーマ項目について所感を付記する。 
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１．教育委員会の活動概況について 

 〇 総合教育会議を開催し、市長部局と連携を密にする取組が明確に理解できる。 

○ 教育委員が、定例委員会会議と総合教育会議に出席して意思疎通を図り、諸行   

 事や委員研修会への積極的参加は、本市教育の活性化に繋がることと推察する。 

○ 教育委員会会議録や総合教育会議録をウェブサイトで公開し、住民への情報提 

  供で透明性を高め、教育委員会が、教育上の諸課題の克服に鋭意努めている。 

 

２．学校教育について 

○ 全幼稚園が園内研究等一人一人の育ちを促す保育に努めている。小・中学校では市

単費の講師の雇用で少人数学級編成や習熟度別指導によりきめ細かな指導、及び ALT

の配置で英語教育に力点を置きグローバル人材の育成を進める。 

 いじめについて、未然防止に注力を注ぎ、ネット利用に関する啓発や教員研修に努

めている。また、不登校については、減少傾向に転じつつも不登校率は依然として高

止まりであると受け止め、主要因の「無気力」、「不安」、「人間関係」「家庭状況」等諸

課題に対応したアンケート調査や各校でスクールソーシャルワーカーを活用するなど

早期発見と対応により、不登校傾向にある子どもの状況把握の精度を高め、生徒指導

の機能向上に努め成果をあげていることが分かる。目標とする「子どもが明るく楽し

い行きたい学校園づくり」を一層進めて頂きたい。 

○ 健やかで豊かな人間性を育む教育は、人権尊重教育の推進にかかっている。また、

支援教育について、「障がいを理由とする差別の解消の推進に関する富田林市立学校職

員対応要領」、を制定し、各学校への周知を図るとともに、保護者や関係機関と連携を

深め「つながるファイル」を活用し、「ともに学び、ともに育つ」教育の推進に努めて

いる。障がいのある幼児・児童・生徒一人一人にきめ細かな指導を計画的、組織的に

実践し、一層の充実を期待する。そして、体験活動を重視し、道徳教育を充実して、

子どもに豊かな人間性を培うことを切望する。 

○ 学力向上には、教員の指導力向上に尽きる。経験の浅い教員が増え、その資質向上

に向けた研修に熱心に取り組まれている。全国学力・学習状況調査から家庭学習、読

書習慣のあり方が問われ、思考力・判断力・表現力等課題の克服に向けて、基礎基本

の定着とともに主体的・対話的で深い学びが実現できるよう、各教職員のスキルアッ

プが求められる。新学習指導要領の趣旨の理解と授業研究による実践力を一層磨かれ

ることを期待する。教職員としての人格形成と使命感、責任感等資質の向上に努めて
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いる本市教育委員会の積極的な姿勢に敬意を表する。 

○ 「学校給食は本市で育つ子どもの未来への投資」という大前提を踏まえ進められて

いる。小学校給食は、第二給食センターの建て替えを機に「食育」の理念をさらに深

められたし。中学校給食は、喫食率が 50％未満の中学校が半数で、大阪府内で先駆的

な取組である自校方式の特性を生かしきれていないことが残念。生徒のニーズを把握

し、全生徒の心身の健全な成長を目ざして、保護者の理解と協力を得て、積極的に取

り組まれることを「食育」の理念の下に、敢えて提言する。 

 

３．生涯学習について 

 ○ 生涯学習において、市民のニーズに寄り添い、やはり市民の自主性の涵養と自主的

参画意識や行動力の啓発と醸成を促したい。社会教育委員会の開催、社会教育団体の

活動支援事業、出前講座の実施や人権教育の推進等生涯学習の事業を積極的に進めて

いる。新設「きらめき創造館」運用に当たり、青少年委員会を設け、青少年の自主性

を促し、成長できる取組を進め、時宜を得たものと賞賛できる。 

   市民文化の振興にあたり、「文化振興基金」を活発に活用して展開している。 

 図書館活動や公民館活動等生涯学習の諸事業に当たって、市民サービス向上と生涯

学習機会の拡充を目指し、様々な課題を創意工夫により克服して実施している。社会

の変化に対応した事業を開発し、善良な市民、公民的資質の涵養、市民文化の啓発と

発展にさらに寄与されることを期待する。 

 ○ スポーツ振興は、生涯スポーツの普及振興と体育向上に向けた事業を開催し、地域

住民が主体的運営を基盤に、市民の誰もが参加し、親しむ環境づくりやスポーツに対

する意識を高めてきた。地域コミュニティー意識高揚のため「富田林ドリームフェス

ティバル」を開催するなど改善に努めている。プロ野球の誘致や産学共同プロジェク

ト等事業展開を進め、市民意識の高揚を図られている。 

 ○ 富田林市の誇る寺内町の保存と活用のため、町家の修理・修景、広場・防火施設等

の整備が着実に進められている。なお、貴重な埋蔵文化財等も含め保存と活用に当た

っては市民の理解と協力を得て進めて頂きたい。 

 ○ 生涯学習施設等の整備において、各施設の老朽化対応、耐震化対応等整備・改修工

事を年次的に行われている。バリアフリー化など市民が安全・安心に利用できるよう

施設づくりに努められていることが評価できる。 
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「教育に関する事務の点検･評価報告書（平成28年度実績）」への所見 

大阪教育大学大学院連合教職実践研究科教授 森田英嗣 

１． はじめに 

 今回も、「意見交換会」の形で直接に施策の担当者からのお話をきくことができた。

昨年度からの変更点を中心に、個々の施策カテゴリごとに所見を述べることにした

い。 

 

２． 学校教育に関する施策にかかわって 

（１） 「幼児教育・学校教育の充実」については「幼児教育の充実と学校における確

かな学力の育成」及び「明るく楽しい学校園づくり」が目指されている。本市では

従前より退職校長等による「教育カウンセラー」に加え、「スクールカウンセラー」、

「スクールソーシャルワーカー」の配置にも取り組んできた。今年度は、3名を6小

学校に配置し、1名をほかの小中学校に派遣し、支援体制を充実させた。また、「ス

クールソーシャルワーカー」については、リーダー的な役割を果たす方を設定し、

果たすべき役割についての共通理解も図られているとのことで、適応指導教室との

連携の充実も含めて、「チーム学校」を実現する体制が整いつつあると感じた。引き

続き、教員（教育の専門家）が「ソーシャルワーカー」や「カウンセラー」等の福

祉・心理の専門家と協働することの難しさを前提に、施策の運営をお願いしたい。  

（２） 「健やかで豊かな人間性を育む教育」については、「人権尊重の教育の推進」、「支

援教育の推進」、「人間性を育む教育の推進」が目指されている。 28年4月からの「障

害を理由とする差別の解消の推進に関する法律」（いわゆる「障者差別解消法」）の

施行にともない、「障がいを理由とする差別の解消の推進に関する富田林市立学校職

員対応要領」を制定し、「合理的配慮」の考え方や実施方法について各学校に周知を

図られたことは注目に値する。また、保護者や関係機関同士の連携を推進させ、さ

らには高等学校や高等専修学校等へも、従前から導入されてきた「つながるファイ

ル」を活用した情報共有がなされる体制を整えられたことは、価値ある成果だと言

える。 

（３） 「学校力の向上」については、「教員の指導力向上、学校力の向上」、「地域に開

かれた学校づくり」が目指されている。全国学力・学習状況調査における「質問紙

調査」の結果を見ると、「家で学校の宿題をする」と「何事にも、失敗をおそれず挑

戦する」という項目、および「人の役に立つ人間になりたい」に当てはまると回答

する児童・生徒の数が毎年増加しており、よい傾向がみられるのは、本事業の成果

だと考えられる。また、定年退職者の増加にともなう教職員の急激な入れ替わりや、

新しい指導要領への対応を前提とした研修が意識され、整えられている点が心強い。

こうした変化の時期を乗り越えるための基本的な施策は、短期的な成果を期待でき

るものではないであろうが、中・長期的には、大きな影響を及ぼすと考えられ、施
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策の立案者の見識が確認できた。 

（４） 「学校給食の推進」については、小学校中学校共に「学校給食の安全・安心な

実施」、「学校給食の効果的・効率的な運営」が目指されると共に、小学校では「給

食費の賦課・徴収管理業務」「学校給食センター建替事業」の実施が目指された。さ

らに、中学校では「『給食の日』を始めとする喫食率向上に向けた取り組みの実施」

が目指されてきた。28年度、小学校においては、調理業務を富田林学校給食（株）

及び民間調理会社に委託し、また富田林市学校給食会と連携するなどして、効率的

な運営が目指された。また中学校では引き続き全中学校において自校式による給食

を実施し、喫食率の向上がみられた点が注目される。給食費の賦課・徴収管理業務

については学校の負担軽減にとって効果的である。目標収納率の向上については、

裁判等を視野に入れた向上を目指すとの方向性も示されているが、給食というシス

テムそのものの維持にとっても必要でやむを得ないことだと思われる。  

（５） 「施設等の整備」については、小中学校の「屋内運動場非構造部材耐震化工事」、

「トイレ改修工事」、「プール塗装工事」、「受変電設備改修工事」、幼稚園を含めた「消

防設備改修工事」、また中学校の「普通教室空調設備整備工事及び空調機購入」が実

施されてきた。富田林市においては、幼稚園を含めて耐震化が既に完了しており、

これにつづき、非構造部材の耐震対策がはじまっている。今年度は、昨年度の点検

改修設計業務の成果を踏まえ、実際に非構造部材の耐震化工事が各所で手掛けられ、

安全性が大きく改善された。また、空調設備の整備も進み、学習上の効果にもつな

がってきていることがうかがえた。 

 

３． 生涯学習に関する施策にかかわって 

（１） 「生涯学習の推進」の「①生涯学習・社会教育事業」については「社会教育委

員会の開催」など全４事業が計画実施された。28年度は、PTA連絡協議会では「親

学習」をテーマに研修会を実施された。また，「とんだばやし発見」出前講座も91

回開催された。引き続き充実を目指していただきたい。 

 「②青少年対策事業」については「青少年育成と青少年活動を支援するための

事業」「こども会の育成及びチャレンジクラブ事業の開催」など従前からの７事業

に加え、28年度には「青少年委員会の実施」が加わった。青少年委員会は、高校

生、大学生を中心にした若者が「きらめき創造館」事業の企画・実施にかかわる

という参加型の生涯学習として、今後の展開が期待される。 

 「③市民文化の振興」については、「すばるホールの運営」を始めとして全４事

業が計画実施されてきた。文化振興基金の活用で、当初は6団体117万円の予算を見

込んでいたが、実際には4団体44万円程度の執行にとどまったとのことである。昨

年度よりは改善がみられたが、引き続き、ニーズの把握や原因の特定を期待したい。 

 「④図書館活動」については、「図書館資料の貸し出しとサービスの充実」を始
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めとして全５事業が計画実施されてきた。本施策・事業では「雑誌スポンサー制度」、

「広域相互利用の記念連携講座」の実施、「男女共同参画週間」への協力、「帯とん

コンテスト」の開催、「読書通帳の配布」など、他組織との協働による事業展開が、

年々充実してきている。市民の情報センターであり、さまざまな連携の要となる施

設として、今後とも連携の中で存在感を高めていってほしい。  

 「⑤公民館活動」については、「公民館主催講座・事業の企画・実施並びに学習

情報の提供」を始めとして全３事業が計画実施されてきた。「公民館クラブ連絡会・

協議会の育成・指導」では「憲法月間行事」、「人権週間の映画会」など地域のニー

ズに合わせた新しい企画が実施されている。人口減の傾向の中、年間利用者数は横

ばい、クラブ数、クラブ員の増加傾向の公民館がみられるなど、検討を続けている

が、施設稼働率は徐々にではあるが下がってきているようにも見受けられる。勤労

者、特に男性の利用を増やす点で、新しいアイディアが考えられてもよいと思われ

る。 

（２） 「スポーツ振興」については「生涯スポーツの普及振興」、「体育向上に向けた

各種大会・事業との開催」が計画実施されてきた。27年度に開設した市民プールの

利用が多く、市民の健康・体力増進に貢献していることがうかがえた。また、青少

年スポーツホール、グランド利用者数も増加傾向にあり、この間の市民の主体的参

加によるスポーツ文化の振興施策が実を結びつつあるように見受けられた。 

（３） 「文化財の保護と活用」については「富田林寺内町地区の保存と活用」、「埋蔵

文化財の保存と活用」、「その他の文化財の保存と活用」が計画実施されてきた。「伝

統的建造物群保存地区指定」にむけた取り組み、文化財保護条例の制定において、

具体的な成果がみられた。日本遺産認定については、残念な結果であったが、引き

続き５市町村との連携を期待したい。学校との連携による次世代育成の取り組みが

長期的に本事業の充実に結び付くと思われる。引き続き、充実させていただきたい。 

（４） 「施設等の整備」については「福祉少年センターの施設管理運営」を含め全８

事業が計画実施されてきた。施設の管理運営の合理化や各種修繕、清掃、整備の取

り組みが、計画的に実施されている。また、高齢化への対応策として、ユニバーサ

ルデザインの考え方を導入するなど、現代的な工夫がみられるところが評価できる。 

 

４． おわりに 

以上、個々の事業ごとに、所見を述べてきた。全体として、年を経るにしたがっ

て事業の充実の様子がみられ、心強い思いである。繰り返しになるが、異なる組織

や専門家との連携が成果を上げる上で重要になる。各事業では、引き続き、このこ

とを意識した工夫を多様に実践していただけるよう、期待したい。 
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